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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・駒木　洋士様～療養環境変更目的にて東Aユニット11号室→東Bユニット3号室へ移動。
・袴田　将志様～不眠やステーション内を凝視する様子みられ、療養環境変更目的にて東B
ユニット3号室→東Aユニット14号室へ移動。
・橋本　拓実様～問題行動なく外出し帰院している。母の声掛けや対応に対して不穏とな
ることあり、7月の退院は延期となる。
　他患への粗暴行為あり、療養環境変更目的にて東Cユニット4号室→東A
ユニット11号室へ移動。

・佐々木　秋男様～嚥下不良あり、本日夕～極キザミ、全粥、汁のみとろみへ変更。義歯
が合わないため、外して食事摂取促していく。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・澤村　彬様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察実施中。開放中は他患の収集行
為みられ介入要している。隔離中は「おふろ」と言い理解なくドア蹴りを
して落ち着きない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善がで
きるよう看護介入を行っていく。
・田村　真紀子様～終日隔離中。午前・午後1時間の開放観察中。開放中はホールにてテレビをみて過ごし落ち着いている。隔離中は臥床傾向に経過し落ち着いている。疎通良好で妄想様の言動きかれていない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善ができるよう看護介入を行っていく。
＜要注目患者様＞
・山田　りつ様～左目ファスナート固定良好、止血出来ている。起床時血圧176/94㎜Hgと高値だが頭部症状はない。

・三上　キネ様～バイタルサイン異常無し。酸素本和濃度98～99％で経過している。
　　　　　　　　マスク外し頻回にあり都度介入している。
・袴田　将志様～移動後も飲水要求や的外れな内容の話し掛け多く11時　不穏時レキソタン使用。その後も不穏行動続いているが易怒性はなく経過。
・上村　節子様～バイタルサイン異常無し。食事は1/4～全量摂取され、むせ込みない。
　　　　　　　　指示の点滴はトラブルなく終了している。
・坂本　重雄様～体温37.1～37.2℃、他バイタルサイン異常無し。
　　　　　　　　体動活発さ見られ、自己抜去頻回にあり点滴刺し替えしている。
・小澤　和子様～小声で独語しているが、他者干渉や迷惑行為はない。夜間の睡眠はとれ
ている。
・丹内　栄子様～脱衣行為や逸脱行為なく落ち着いている。
＜田名部Dr診察情報＞
・澤村　彬様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・織笠　健太郎様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・松本　好子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小向　静江様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・佐藤　俊也様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・袴田　将志様～夜間不眠とステーション付近の徘徊が続いており、Aユニットへ移動の指
示あり。臨時薬ネルボン、レキサルティ中止、クアゼパム15㎎追加、コ
ントミン150→200㎎、フルメジン2→3㎎へ変更となり7日分処方。
・木村　正志様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・小澤　和子様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・鈴木　美佐子様～持参薬当院処方へ切り替えとなり、7日分処方となる。
・江刺家　キヨ様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・渡部　節子様～持参薬当院処方へ切り替えとなり、7日分処方となる。
・山田　りつ様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
・成田　尚史様～臨時薬同内容で7日分処方となる。
＜新入院患者様ケース検討＞
氏    名：佐藤　心一様

 生年月日：昭和28年6月25日　65歳

 病    名：クモ膜下出血後遺症　症候性てんかん　糖尿病

 性    別：男性

 病　　棟：東病棟Dユニット

 主治医  ：深澤Dr

入院形態：医療保護入院

(経過）

現在、特別養護老人ホーム鶴亀荘へ　入所中。（H22年3月にクモ膜下出血発症）精神障害者保健福祉手帳作成の為に診断書が必要であり、精神科的な評価など必要な事から青南病院での対応を依頼されていた。施設では、車いす利用で自走しており、移動は見守りを必要としている。食事配膳は職員、自力では摂取出来ている。

普段はぼんやりしていることは多いが、疎通は図ることが出来ている。平成7月19日　
13：26　東Dユニット20号室へ医療保護入院となる。
